
評価項目 説　　明
データ収集の

ツール（例）
評価の時期

防災スペシャリスト

養成研修での実施状況

1
反応

(Reaction)

受講者は教育に対

してどのような反

応を示したか？

○受講者の研修に対する「好感度」を問う。

○「この研修はよかったですか？」　などの多段階ア

ンケートや、「良かった点、改善点を要する点を自由

に書いてください」などの自由記述回答を集め、研修

講師の評価や次の研修への準備に用いる。

アンケート 受講後 単元毎アンケート

最終日アンケート

筆記テスト 受講後 単元テスト

全体テスト

パフォーマンステ

スト

受講後 なし

フォローアップ調

査

一定期間経過後 なし

上長アンケート 一定期間経過後 なし

効果測定チェック

リスト

一定期間経過後 なし

ROI指標（投資対効

果）

一定期間経過後 なし

カートパトリックの「４段階評価モデル」と評価の実施状況

レベル

2
学習

（Learning）

どのような知識と

スキルが身につい

たか？

○事前・事後の筆記テストや実技テストなどで測られ

る研修における「学習成果」を測定する。

○「とても良かった」との反応を得ても必ずしも十分

に学んだかどうかは定かではないため、反応だけに留

まらずに学習も評価する。

「研修設計マニュアル　人材育成のためのインストラクショナルデザイン」（著：鈴木克明、北大路書房、2015）P.11を基に作成

3
行動

（Behavior）

受講者はどのよう

に知識とスキルを

仕事に生かした

か？

○研修の成果が職場（仕事）に戻ったときに生かさ

れ、「職務行動の変化」として現れるかどうかを問

う。

○学習は成立した（レベル2）が、学んだことがが活

用されていない（レベル3）の場合には、そもそもそ

の研修は行う意味があったのかが問われる。

4
結果

（Result）

教育は組織と組織

の目標にどのよう

な効果をもたらし

たか？

○教育研修が「組織全体」にもたらした価値を問う。

○レベル3の行動変容が「組織全体」としてプラスに

なったかどうかに着目する。

○投資対効果（ROI：Return on Investment）が含ま

れる。

資料２-３


